玉名市男女共同参画事業計画（平成２０年度～平成２４年度）　
平成２４年度実施状況報告
この報告には、玉名市男女共同参画計画に関する施策の中から、主な事業を抜粋して掲載しております。
　基本的課題Ⅰ･･･　男女共同参画の意識づくり
	取り組みの方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	男女の人権の尊重
	人権意識を高めるための教育や啓発の推進


	市ホームページや広報誌等において、各種の人権啓発や人権週間行事、人権擁護委員による相談などを周知し啓発推進に努めました。

「人権の花運動」を玉名小学校で実施し、命の大切さを学びました。
	人権啓発課

	
	人権を守る環境づくり
	7月に関係機関と連携し、『社会を明るくする運動』を実施しました。
	生涯学習課

	
	セクシャル・ハラスメントの防止対策
	小・中学校において、「不祥事防止年間指導計画」にセクシュアル・ハラスメントに関する研修実施を位置付けました。また諸会議において市教育委員会作成の「不祥事の根絶に向けて」を教材に指導をおこない、教職員の意識高揚に努めました。
	教育総務課

	
	児童などに対する虐待防止に向けた取り組みの推進
	「こんにちは赤ちゃん事業」として、母子保健推進員・保健師・助産師の訪問や乳児訪問を通して、安心して相談できる体制づくりに努めました。虐待が疑われるケースは子育て支援課や児童相談所と連携して支援を行いました。
	保健予防課

	
	
	「要保護児童対策及びＤＶ防止対策等地域協議会」による代表者会議を開催。個別ケース会議を約３０回実施。DV被害者実人員１５名延べ３３件の相談がありました。また、児童虐待５２件の相談がありました。
	子育て支援課

	
	相談体制の充実
	育児相談や乳幼児健診・家庭訪問等で、家庭で困っていること、心配なこと等を尋ねたり、職員一人ひとりが気軽に相談できる体制づくりに努めました。
随時、ケースに応じて家庭児童相談員や婦人相談員等の関係機関と連携して支援を行いました。
	保健予防課

	
	
	教育相談に、児童・生徒及び保護者、教職員から不登校、いじめ及び子育て等についての相談がありました。相談件数は年々増加しています。
	教育総務課

	男女共同参画の視点に立った教育・保育・学習の推進　
	子どもの発達段階に応じた男女平等教育の推進
	①保育士から園児へ一対一の言葉かけ

②友達となかよく

③差別のない勤労観・職業観の育成
	子育て支援課

	男女共同参画啓発活動の充実
	講演会や講座などの開催
	①子育て世代の若い男性へ男女共同参画の趣旨を理解してもらうイクメン講座を開催（2回）。
②ココロを軽くする女子会講座～ママたちの井戸端会議と題して講座を開催（2回）。
③「おやじの腕まくり～大人が子どもに伝えるべきこと」と題して、玉名市男女共同参画フォーラムを開催しました。
	人権啓発課


　基本的課題Ⅱ･･･　男女共同参画の環境づくり
	取り組みの方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
	地域における女性の積極的登用推進
	老人クラブ組織（玉名市老人クラブ連合会、各自治区連合会5組織）役員における女性役員の割合は、約20％でした。

一人暮らし世帯への訪問などのシルバーヘルパー活動には、女性クラブ員が積極的な活動を行っています。
	高齢介護課

	
	
	市民意識調査結果の概要版を啓発用として、商工業関係事業者へ配布。また、農業団体関係者へも配布できました。受け取った方々への理解を促すために、農業団体の委員（男女共同参画審議会委員を兼務）から説明をおこなってもらいました。
	人権啓発課

	女性のエンパワーメントの支援
	講座などにおける託児の実施
	市が主催・共催する講演会、イベント等へ託児スタッフを派遣しました。子ども連れでも安心して講座、フォーラム等に参加できる環境づくりができたと考えられます。昨年度より大幅に利用者が増加しました。（19回延べ39名のスタッフが出勤。受け入れた幼児数44名）
	人権啓発課

	仕事と家庭生活の両立支援
	仕事と子育て・介護が両立できる環境づくり
	病児・病後児保育事業として、公立玉名中央病院敷地内に「ひだまりキッズ」を設置しています。
延長保育を16保育所(園)で実施。一日平均対象児童224人、対前年度比7人増加。

一時保育を6保育所（園）で実施。延べ利用者数4400人

対前年度比延べ332人増加。

放課後児童健全育成事業を12クラブで実施。利用者417人(H24.12現在)、対前年度比33人増加。
	子育て支援課


　基本的課題Ⅲ･･･　男女がともに自立し、豊かで安心して暮らせる社会づくり

	取り組みの方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	生涯を通じた健康づくりの支援


	各種検診事業などの充実と受診率向上
	妊婦検診を一人につき14回補助（里帰り分娩にも対応）し、前年度よりも検査項目が追加となり、更に検診内容も充実し、妊婦の経済的負担が軽減されました。

子宮がん検診、乳がん検診共に国からの無料クーポンによる受診を推進しています。
	保健予防課

	
	食育・健康教育相談事業の充実

男女がともに参加しやすい生涯スポーツ推進体制の整備


	すべての小・中学校において、食育年間指導計画を作成し、計画に則り児童生徒への食育を推進しました。
また、多くの学校で野菜や米を作って食べたり、「マイ弁当デー」を設定するなど体験的な学びが充実しています。
	教育総務課

	
	
	ヘルスアップ教室や食生活改善推進員の育成をおこない、集団健康教育の充実を図りました。
	保健予防課

	
	
	支館球技大会や市民体育祭、支館駅伝大会などを開催。3500名以上の市民の参加があり、健康づくりを支援することができました。
	生涯学習課

	
	あらゆる学習の場を通じた性と生命の教育の推進
	全ての小・中学校において、性教育年間指導計画を作成し、計画に則り、児童生徒の発達段階に合った指導ができました。また、公開授業等を通して、保護者への啓発を図る学校もありました。
	教育総務課

	子育て支援、高齢者などの自立に対する支援
	母子保健の充実と健康支援
	産後の家庭訪問や生後2ヶ月児の育児学級等での面接、産後うつのスクリーニングシート等により、産後うつの早期発見に努めました。
	保健予防課

	
	「自分らしく」過ごせる生活及び健康支援
	玉名市生きがい活動支援通所事業を実施しました。

高齢者元気づくりネットワーク事業「玉名元気会」を開催しました。各自治区でウォーキング、演芸会、料理教室等を企画、実践し住民による自主活動がさかんです。
	高齢介護課

	
	高齢者などの社会参画及び就業支援
	障がい者就業・生活支援センターでの支援により、職業相談、職業教育、職業実習等による就労支援に努めました。
	総合福祉課

	
	
	玉名市高齢者等就業支援センター講座を開催し、高齢者等の就業に必要な技術習得を支援しました。


	高齢介護課


　基本的課題Ⅳ･･･　男女共同参画に関する推進体制の整備
	取組の方向
	具体的な取組
	実施状況
	担当課

	男女共同参画推進体制の充実
	総合的な推進体制の整備
	「玉名市男女共同参画審議会」の開催。

　4月23日に今年度1回目の審議会を開催。

前年度の事業報告、男女共同参画社会の促進に関する新年度の施策、事業を審議しました。

　8月27日に第2回目の審議会開催。「第2次玉名市男女共同参画計画」について市から諮問をおこないました。

1月17日に第3回目の審議会を開催。2月18日に審議会から市長へ答申をいただき、「第2次玉名市男女共同参画計画」が適切に実施できるよう強く要望を受けました。
	人権啓発課

	
	庁内の推進体制の充実
	「玉名市男女共同参画社会行政推進委員会」を開催しました。前年度事業報告及び新年度の施策事業等について報告するとともに、｢第2次玉名市男女共同参画計画｣の骨子等について審議。また下部組織の「専門部会」においては計画内容について計6回審議しました。
	人権啓発課

	
	男女共同参画計画の進行管理
	前年度の計画事業の進捗状況について、全庁に調査を行い、結果を市のホームページ上に掲載しました。
	人権啓発課

	
	職員研修の充実
	熊本県市町村職員研修協議会主催の「女性職員ステップアップセミナー」へ2名派遣。今年度から新たに女性枠として設けた、全国市町村国際文化研修所が主催する「女性リーダー研修」へ1名を派遣しました。
	人権啓発課

	
	総合的な相談体制の整備
	「市民相談」＝日常生活での困りごとや悩みごとなどの話を聞き、解決方法を説明しました。取扱件数　101件

「消費者相談」＝消費者トラブル、多重債務について話を聞き、解決方法を説明しました。取扱件数　268件

「職員による多重債務相談」＝多重債務の相談を受け、債務整理の支援及びその後の生活再建のため家計管理の手伝いをすることを目指します。取扱件数54件

「無料法律相談」＝法律相談の増加に伴い、市内弁護
士の協力を得て、月2回開催しました。相談件数　平均１回につき５件。


	生活安全課

	
	国、県、他市町村や各種団体との連携
	平成24年度から熊本県が主催する「男女共同参画地域連絡会議」が設置されました。玉名地域は６市町で構成し、メンバーは県及び市町村担当者、県男女共同参画推進員等。今年度は2回開催し、各地域の実情や課題を把握し、市町村相互の男女共同参画施策の協力・連携を図り、地域が主体となった男女共同参画社会づくりがなされることを目指していきます。
	人権啓発課
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